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研究要旨 

【目的】都道府県が主体になって開催される肝炎医療コーディネーター養成やスキルアッ

プの研修会の内容は、主に肝疾患に関する医学的情報や各種医療制度の説明、先輩肝炎医

療コーディネーターによる活動報告、コミュニケーションの講習、グループワーク等から

構成されてきたが、一部の県では患者会が参画して、患者側からのニーズや留意点、差別・

偏見に関する講演、パネルディスカッションが組み込まれ、参加者のその後の活動に効果

的であると報告してきた。 

【方法】これまでも多くの肝炎医療コーディネーターが養成されてきた県で、今回初めて養

成研修会に患者会がプログラム構成の当初から参画し、内容を県、拠点病院等と協議を重

ねて、実施計画を進めていく際のプロセスの要点と工夫について検討する。 

【結果】１）開催プログラムの策定段階から県と拠点病院は密な連携を取り、地元の患者会

への参画を提案、県の承認を得た上で、養成研修会の実務を委託された拠点病院から地元

患者会へ依頼した。２）これまで養成研修会への参画実績がある患者会 Tは拠点病院から

の開催要領等の情報提供を受け、T代表者へ協力依頼を要請し同意を得た。３）県、地元

患者会、T患者会、拠点病院との４者のオンライン会議を行い、その後、詳細な内容につ

いて対面での協議を行った。４）受講者は初回の受講であることから、肝炎医療コーディ

ネーターへの患者ニーズとして重要な点、なかでも特にエッセンシャルな内容とし、県、

地元患者会から同意を得た。５）開会の辞では地元患者会の代表が登壇し、受講者への受

講のモチベーションアップを図る構成とした。 

【結論】肝炎医療コーディネーター養成において、患者会等から直接ニーズを聞き取る研修

の機会はより具体的な活動を促すのみならず、医療者としてのモチベーション向上に寄

与することから、肝炎医療コーディネーター養成研修会の企画・実施における患者会の協

働は有意義である。 

 

 

Ａ．研究目的 

肝炎医療コーディネーターの養成は、今

から 14年前平成 20 年 3月にに厚生労働省

より通知された「肝炎患者等支援対策事業

実施要綱」に基づき行われている。 また現

在、平成 28年に改正された「肝炎対策の推

進に関する基本的な指針」第５（２）イ「肝

炎医療コーディネーターの基本的な役割や

活動内容等について、国が示す考え方を踏

まえ、都道府県等においてこれらを明確に



した上で育成を進めることが重要である」

を受け、都道府県において推進されている。 

平成 30年度、都道府県における肝炎医療

コーディネーターの養成研修の実施内容は、

第 24回肝炎対策推進協議会、資料１の「肝

炎対策の国及び自治体の 取組状況につい

て」によると 

① 肝疾患の基本的な知識 

② 各都道府県の肝炎対策 

③ 肝炎医療コーディネーターに期待さ

れる役割、心構え 

④ 地域の肝疾患診療連携体制 

⑤ 肝炎医療コーディネーターの具体的

な活動事例 

以上の順となっている。 

①は「肝疾患について、治療や薬剤など肝

疾患に関する医学的情報」②は「B型・C型

ウイルス肝炎治療医療費助成制度」をはじ

め「肝炎初回精密検査費用・定期検査費用助

成」や「B型・C型肝炎ウイルスによる肝が

ん・重度肝硬変医療費助成制度」「身体障害

者手帳交付」など国の制度を含む都道府県

の肝炎対策③⑤は現役の肝炎医療コーディ

ネーターが伝える役割や活動事例など④は

拠点病院をはじめとした医療体制の説明等

である。 

 

第 24回 肝炎対策推進協議会 令和元年 12月 13日 資料

１「肝炎対策の国及び自治体の 取組状況について」より 

 

一方、患者会が参画し、肝炎医療コーディ

ネーターへの患者側のニーズや感染症患者

としての思い、偏見や差別に関する講演や

パネルディスカッション等をプログラムに

組み込んでいる県も一部にはみられる。 

また、前掲の協議会資料内「肝炎医療コー

ディネーターの養成及び活動について」で

は、参考として平成 29年 4月に厚生労働省

健康局寄り通知された以下の部分を紹介し

ている。 

 

５．肝炎医療コーディネーターの養成 

（１）対象者  

肝炎患者やその家族が肝炎医療コーディ 

ネーターとなり、当事者の視点で支援にあ

たることも有意義と考えられる。 

（２）内容  

肝炎医療コーディネーターには、患者等

の気持ちを理解し、それに共感する姿勢と

技術が求められる。患者の権利擁護、差別 

や偏見の防止とともに、個人情報の取扱い

についても理解する。必要に応じ、患者やそ

の家族の話を直接聞く 

 

とある。しかし平成 30 年度(29 年度)の

患者の参画状況は同資料によると、患者を

研修会の講師としている都道府県は 14 

(11) と、増加はしているものの 3割に満た

ないのが現状である。 

通知にあるように肝炎医療コーディネー

ターはその活動において、肝炎患者と接す

る機会も多いことから、患者が何を考え、何

を思い、何を求めているかという患者サイ

ドからの発信を理解することは、肝炎医療

コーディネーターとしての活動を円滑に進

めるためにも非常に重要である。特に肝炎

は他の疾患と異なり感染症であるため、感

染症患者としての患者の立場や思いを深く

知ることは不可欠であると考える。 

その観点から本研究では、肝炎医療コー

ディネーター養成研修会に、初めて患者会

の参画、患者の参加を導入したケースにつ

いて検討を進めた。 

 



Ｂ．研究方法 

これまで既に相当数の肝炎医療コーディ

ネーターの養成を行ってきた県において、

はじめて患者会がプログラム構成の当初か

ら参画、その内容を県や拠点病院等と協議

を重ねて、実施計画を進めていく際のプロ

セスの要点と工夫について検討する。 

 

Ｃ．研究結果 

１）養成研修会開催プログラムの策定段階

から県と拠点病院は密な連携を取り、地

元の患者会への参画を提案、県の承認を

得た上で、養成研修会の実務を委託され

た拠点病院から地元患者会へ依頼した。 

２）これまで既に養成研修会への参画実績

がある患者会 T は拠点病院からの開催要

領等の情報提供を受け、T代表者へ協力依

頼を要請し同意を得た。 

３）県、地元患者会、T患者会、拠点病院と

の４者によるオンライン会議を経て、そ

の後、詳細な内容については対面やメー

ルでの協議を重ねておこなった。 

４）「患者の思いを理解する」ことを目的と

し、拠点病院専門医、県担当者、地元患者

会代表者、既に活動している肝炎医療コ

ーディネーター、T 患者会代表者の 5 名

によるパネルディスカッションを行った。 

受講者は初回の受講であることから、拠

点病院の要請により、肝炎医療コーディ

ネーターへのニーズとしての重要な点、

中でも特に感染症患者としての側面から

主に偏見や差別をテーマとした事例を内

容とし、県、地元患者会から同意を得た。 

このような事例を紹介、患者が内容や

状況を説明、問題点を洗い出しそれぞれ

の立場でどう捉え、何ができるかをディ

スカッションした。事例については主に

拠点病院の専門医に寄せられた相談内容

とし、全部で５つの事例に基づき同様の

ディスカッションを進め、最終的には下

記の結論を導き出した。 

 

 

５）開会の辞では地元患者会の代表が登壇

し、受講者への受講のモチベーションア

ップを図る構成とした。 

 

Ｄ．考察 

肝炎患者が日々発信することが困難な本

質的な問題について、肝炎医療コーディネ

ーター養成研修会に患者会が参画し、医師、

県、患者などによるディスカッションをプ

ログラムに加えることで、肝炎患者に対す

                    

                 

                     

                   

         

       

   
                       

                    

                   

              

         
                          
                
                      
                 

                

                   

              

         
                                  
    
                                   
                                  
                  



る理解がより深まり、前掲通知のような肝

炎医療コーディネーターの基本（患者等の

気持ちを理解し、それに共感する姿勢と技

術が求められる。患者の権利擁護、差別 や

偏見の防止とともに、個人情報の取扱いに

ついても理解する）の育成が期待できると

実感した。 

 また受講者である患者から「この養成研

修会を受けた肝炎医療コーディネーターな

らぜひ相談したいと思えた」との感想を得

て、肝炎医療コーディネーター養成研修会

の企画・実施における患者会の協働は有意

義であることが明確になった。 

 

Ｅ．結論 

今後、都道府県の肝炎医療コーディネー

ター養成研修会において、患者会および患

者の参画が広く受け入れられることを期待

したい。 

 

Ｆ．研究発表  

１．論文発表 

なし 

２．学会発表 

2021年 6月に開催される日本肝臓学会総会

で発表予定 

2020年 4月に開催される消化器病学会総会

で発表予定 

 

Ｇ．知的所有権の取得状況 

なし 

１．特許取得 

なし 

２．実用新案登録 

なし 

３．その他 

なし 

 

 

 

 

 


